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第14回評議員会において、次のとおり新しい評議員・役員が選任されました。

８月、９月、１０月の請求書提出の締切日・送金日は次のとおりです。

＜注　意＞
締切日は、会員の居住地域を担当する支局及び事務局への到着日です。
請求書の提出先が各支局となっている方が、事務局へ提出されても構い
ませんが、その場合は、事務局から担当の支局へ転送し、支局への到着
日が書類受理日となります。

　平成２８年７月１９日(火)から、山陰合同銀行において次
の店舗の統廃合等がなされました。
　このため、これらの店舗の口座を医療補助金等の給付
金等受領口座に指定されている方については、口座の変
更が必要となりますが、当会において、山陰合同銀行に
確認のうえ変更処理を行いますので、ご承知ください。
（該当会員からの手続きは不要です。）

山陰合同銀行の店舗統廃合等に伴う
給付金口座の変更手続きについて

互助会の評議員・役員が決定しました。

医療補助金等の送金スケジュールについて

加藤泰三(1911-1944)の父は、安来市出身で高村光雲門下として活躍した木彫作家加藤景雲(1875-1943)で、泰三は三男とし
て東京に生まれた。東京美術学校(現・東京藝術大学)彫刻科木彫部で学び、青年期に景雲に師事した親戚の石井鶴三に入門。日本
美術院院友にも推挙され将来を嘱望されたが、昭和19年ニューギニアのビアク島で戦死した。泰三は少年時代から山に親しみ師匠
の影響もあって登山を趣味とし、多くの作品で登山者をモチーフにした。この作品も習練を積んだ荒彫りによって、がっちりとし
た体躯、雪焼けした不屈の表情が表現され、ピッケル、サングラスなどの装着具が登山者の特徴を示している。こうした作品群に
は、自らの体験に基づいた山への熱情が色濃く感じられる。泰三は多彩な才能に恵まれ、大学時代には映画部に所属、短歌を嗜
み、雑誌の装幀、挿絵や包装紙のデザインなども数多く手がけている。山岳雑誌には登山に関するエッセイや挿絵を発表。特に、
1941(昭和16)年朋文堂から発行された画文集『霧の山稜』は、戦後幾度も復刻され、山男の心の拠り所として広く読まれた。

表紙掲載作品解説

締切日
毎月２０日17:15まで

（土・日・祝日の場合は前日）

送金日
毎月２６日

（土・日・祝日の場合は翌日）

平成２８年８月１９日（金） 平成２８年９月２６日(月)
平成２８年９月２０日(火) 平成２８年１０月２６日(水)
平成２８年１０月２０日（木) 平成２８年１１月２８日(月） 変更前 変更後

対
象
店
舗

皆生通支店 皆生通出張所
日原出張所 日原代理店
母里代理店 安来支店
三保代理店 三隅支店

評議員 役員（理事）
推薦団体名 氏　名 選出団体名又は充て職名 氏　名

県 教 育 委 員 会 片寄　　進 理 事 長 県 教 育 委 員 会 教 育 長 鴨木　　朗
島 根 県 教 職 員 組 合 小坂　芳子 副理事長 県 教 育 庁 教 育 次 長 今岡　　充
島根県高等学校教職員組合 梶田　悦伸 常務理事 県 教 育 庁 福 利 課 長 鈩　　一夫
島 根 県 教 職 員 協 議 会 浅津　保子 理　　事 島根県高等学校教職員組合 黒﨑　浩匡
島根教職員組合（日教組島根） 村本　知里 理　　事 島 根 県 中 学 校 長 会 長岡　素巳
島根県学校事務職員労働組合 加藤　淳也 理　　事 退 職 互 助 代 表 者 会 林　　克典
島 根 県 教 育 庁 職 員 組 合 山根　満吉 理　　事 教職員互助会事務局長 内田　明徳
島 根 県 小 学 校 長 会 立脇　昭一 理　　事 教職員互助会事務局次長 今渡　公男
島 根 県 中 学 校 長 会 園山　信夫 役員（監事）
島 根 県 小 中 学 校 教 頭 会 小川　俊行 選出団体名又は充て職名 氏　名

島根県公立高等学校長協会 福本　章弘 島根県高等学校教職員組合 沖野　浩之
島根県公立小中学校事務職員研究会 青山　悦子 島 根 県 教 職 員 組 合 木島めぐみ
島根県公立高等学校事務職員協会 永瀬　弘之
公立大学法人島根県立大学 小池　律雄
島根県国公立幼稚園・こども園長会 飯庭久美子
退 職 互 助 代 表 者 会 木村　保孝
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（退職互助医療加入者）
（平成 28 年３月 ３１ 日現在）

給付区分 決算額（千円） 件数（件）

医療補助金 134,650 37,682

入院見舞金 4,232 187

長 寿 祝 金 10,500 150

弔 慰 金 850 6

計 150,232 38,025

事業名 実施内容 人数等 決算額(千円)

福利増進事業補助金 地区会活動費（地区会総会、福利増進事業等）の助成 全会員 20,467

退職互助だよりの発行 年間４回発行(4・7・10・1月)退職会員の世帯及び各所
属に配付 25,100部 2,004

宿泊利用助成 退職会員が島根県教育会館に宿泊したときに補助 592 1,184

県外会員特別事業 県外会員特別事業 215 430

人間ドック補助事業 人間ドック受診に補助 333 4,475

退職者ライフプラン助成事業 会員がライフプランに関する活動を実施したときに助成  1,077 3,182        

合        　　　　　計       31,742

■退職互助医療事業厚生事業実施状況■退職互助医療給付事業実施状況

平
成
27
年
度

一
般
財
団
法
人
島
根
県
教
職
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互
助
会
の
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成
二
十
七
年
度
決
算
は
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二
十
七
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金
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催
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れ
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催
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れ
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れ
ま
し
た
。

そ
の
う
ち
教
互
退
職
互
助
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業
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計
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は
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と
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で
す
。

収 支 状 況

資産・負債状況

退職会員の状況

事
業
報
告

（千円）

資産・負債 内　訳 平成26年度 平成27年度

経常収入
拠出金収入 122,228 174,152
有価証券収益等 64,828 56,974
計 187,056 231,126

経常支出

医療費給付等 155,221 155,886
厚生事業等 27,673 29,307
その他事業費 42,134 41,109
管理費 ０ 0
責任準備金等繰入 ０ 582,394 ※１
計 225,028 808,696

当期経常増減額 △ 37,972 △ 577,570
評価損益等（※2） 94,520 169,070
当期経常外増減額 49,551 58
他会計繰出額 △ 33,341 △ 35,545

当期正味財産増減額 72,758 △ 443,987

当期経常増減額は５億円を超えるマイナスとなっているが、外部に流出しない引当金の繰
り入れによるもので、これを除くと480万円の差益となる状況です。

（千円）

資産・負債 内　訳 平成26年度 平成27年度

資産
普通預金等 251,071 141,656
投資有価証券等 3,626,282 3,897,636
資産合計 3,877,353 4,039,292

負債

未払金等 2,679 25,697
責任準備金 1,308,873 1,877,572 ※３
支払備金 44,984 53,830
価格変動準備金 48,940 53,789
退職給付引当金 6,325 6,839
一般正味財産 2,465,552 2,021,565
負債合計 3,877,353 4,039,292

※１・※3責任準備金繰入額及び責任準備金の増減は、平成２４年度以来再度専門会社に依
頼し、算出した額を平成２７年度決算額に反映したものです。

※2投資有価証券の評価益は含み益であり実益を伴うものではありません。

普通預金等
141,656

資産
4,039,292
千円

投資有価証券等
3,897,636

負債・正味財産
4,039,292
千円

責任準備金
1,877,572

価格変動準備金
53,789

退職給付引当金
6,839

一般正味財産
2,021,565 支払備金

53,830

未払金等
25,697

75 歳以上               4,376 人

70歳以上75歳未満       974 人

60歳以上70歳未満       1,505 人

47歳以上60歳未満        149 人

計            7,004 人
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　下記事項に該当した場合は、速やかに事務局又は各支局へ届出をしてください。

　互助会HP「会員専用サイト」には、
各種様式を掲載していますのでご利用
ください。

ユーザー名：ｋａｉｉｎ
パスワード：ｇｏｊｏ

◆日時　10月30日（日）14時～15時40分
◆会場　出雲市民会館　大ホール（出雲市塩冶有原町2丁目15番地）

◆講師　鎌
かま
田
た
　實
みのる

氏（医師・作家）

【講師プロフィール】
1948年、東京都生まれ。東京医科歯科大学医学部卒業後、
長野県・諏訪中央病院へ赴任。30代で院長となり、潰れか
けていた病院を再生させた。一方、イラクやチェルノブイリ原
発事故の被災地ベラルーシ共和国への医療支援、東北の被
災者支援など精力的な活動を行っている。

［申込方法］
氏名、郵便番号、住所、電話番号（携帯可）、希望人数（1名又は2名）を明記の

上、はがき、ファックス、電子メールのいずれかの方法でお申し込みください。
◎申込・問合先

（一財）島根県教職員互助会　担当：曽田
〒690-8502　松江市殿町1番地
電話：0852-22-6067　ＦＡＸ：0852-27-2622
電子メール：shimakyogo@w3.dion.ne.jp

教職員互助会では、例年公益事業として出雲部と石見部で交互に文化講演会を開催し
ております。今年度は出雲市にて、開催します。

退職互助医療給付の諸手続きについて

平成28年度 文化講演会 開催のお知らせ

給付金等受領口座、住所変更等の諸手続きをお願いします！

医療補助金等の請求可能期間について

互助会HP「会員専用サイト」へのパスワードについて

①退職互助医療給付金等受領口座を変更する場合
医療補助金やライフプラン助成金等の受取口座を解約した場合や変更したい場合は、新たな口座を給付

金等受領口座として届出をしてください。
【提出書類】　・退職互助医療給付金等受領口座変更届書
　　　　　　・貯金通帳の銀行支店名及び口座番号がわかるページのコピー　

②住所、氏名を変更した場合、死亡された場合
　住所変更等の届出をされていない場合は、給付金等の送金はがきや、互助だより、各地区会からのお知らせ
をお届けできませんので、必ず退職会員異動届の提出をお願いします。
　また、死亡された場合も、お手数ですが退職会員異動届の提出をお願いします。
【提出書類】　・退職会員異動届

【お願い】
　請求可能期間は左記のとおりです
が、できるだけ受診された月の翌月に
請求書を提出してくださるようお願い
します。

　医療補助金、入院見舞金、弔慰金の請求可能期間については、次のとおりです。
請求漏れのないようご注意ください。

「ｋａｉｉｎ」を入力

「ｇｏｊｏ」を入力

撮影　白鳥真太郎

事業名 請求可能期間
医療補助金 受診した月の翌月の１日から起算して3年
入院見舞金 入院した月の翌月の１日から起算して3年
弔　慰　金 死亡した月の翌月の１日から起算して3年

入場無料
事前申込が必要です
時間等詳細は８月下旬に当会
ホームページ等でお知らせします
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日
本
は
地
震
の
国
と
言
わ
れ
る
が
、
ま
た

し
て
も
巨
大
地
震
が
九
州
地
方
を
襲
い
、
甚

大
な
る
被
害
を
も
た
ら
し
た
。
四
月
十
六
日

未
明
の
こ
と
で
あ
っ
た
。
幾
多
の
自
然
災
害

に
襲
わ
れ
な
が
ら
も
、
そ
れ
を
克
服
し
災
害

に
対
す
る
対
策
を
講
じ
て
き
た
日
本
で
は
あ

る
が
、
こ
の
度
も
自
然
の
力
の
前
に
は
ほ
と

ん
ど
無
力
を
感
じ
ざ
る
を
得
な
い
状
況
で

あ
っ
た
。
被
災
さ
れ
た
熊
本
、
大
分
の
皆
様

方
に
は
、
心
よ
り
お
見
舞
い
を
申
し
上
げ
る

と
と
も
に
、
一
日
も
早
い
復
旧
復
興
を
お
祈

り
す
る
も
の
で
あ
る
。

こ
の
よ
う
な
大
災
害
が
起
こ
ろ
う
な
ど
と

は
予
想
だ
に
し
な
い
今
年
の
正
月
は
、
私
達

昭
和
二
十
二
年
に
生
を
受
け
た
者
は
め
で
た

く
「
古
稀
」
を
迎
え
た
。
私
た
ち
の
田
舎
で

は
、
旧
町
で
そ
の
年
に
「
古
稀
」
を
迎
え
る

も
の
が
集
い
、
お
祝
い
を
す
る
の
が
古
く
か

ら
の
習
わ
し
に
な
っ
て
い
る
。
私
た
ち
も
習

わ
し
に
従
い
、
希
望
者
を
募
っ
て
、
一
月
に

熊
野
大
社
で
ご
祈
祷
と
お
祝
い
を
す
る
こ
と

と
し
た
。
当
日
は
一
月
と
し
て
は
め
ず
ら
し

く
い
い
天
気
に
恵
ま
れ
、
多
数
の
参
加
者

に
恵
ま
れ
賑
や
か
な
会
と
な
っ
た
。「
人
生

七
十
古
来
稀
な
り
」
と
い
わ
れ
て
き
た
「
古

稀
」
で
は
あ
る
が
、
近
年
は
ま
だ
ま
だ
働
い

て
い
る
人
も
多
い
。
宮
司
さ
ま
か
ら
は
「
人

生
七
十
は
ま
だ
ま
だ
若
者
。
も
っ
と
も
っ
と

い
ろ
い
ろ
な
活
動
を
し
て
ほ
し
い
。」
と
激

励
さ
れ
た
。

私
は
こ
の
一
月
に
、
今
後
の
人
生
を
送
る

に
あ
た
っ
て
「
指
針
」
と
な
り
そ
う
な
二
つ

の
言
葉
を
教
わ
っ
た
。
一
つ
は
、
Ｎ
Ｈ
Ｋ
プ

ロ
フ
ェ
ッ
シ
ョ
ナ
ル
で
放
映
さ
れ
た
島
根
県

奥
出
雲
町
出
身
の
和
食
職
人
石
原
仁
司
氏
の

京
都
の
店
の
名
ま
え
で
も
あ
る
「
未
在
」
で

あ
る
。
未
在
と
は
禅
の
言
葉
で
、「
修
行
に

終
わ
り
は
な
く
、
常
に
向
上
心
を
持
っ
て
上

を
目
指
す
」
と
い
う
意
味
で
あ
る
。
石
原
氏

は
、
十
五
歳
で
大
阪
吉
兆
本
店
に
弟
子
入
り

し
た
。
吉
兆
グ
ル
ー
プ
創
業
者
の
湯
木
貞
一

氏
か
ら
直
接
指
導
を
受
け
、
以
来
そ
の
道
一

筋
の
修
行
で
、
四
十
歳
で
は
京
都
吉
兆
本
店

の
総
料
理
長
に
な
る
と
い
う
ス
ピ
ー
ド
出
世

で
あ
っ
た
。
そ
の
間
の
努
力
と
い
う
も
の
は

想
像
に
難
く
な
い
。
そ
の
後
吉
兆
を
離
れ
、

長
崎
県
で
料
理
長
と
し
て
務
め
、
五
十
二
歳

で
京
都
に
「
未
在
」
を
オ
ー
プ
ン
さ
せ
、
最

近
は
七
年
間
で
ミ
シ
ュ
ラ
ン
三
ツ
星
を
六
回

獲
得
と
い
う
超
人
ぶ
り
を
示
し
て
い
る
。
し

か
し
、
経
歴
で
は
知
る
こ
と
の
で
き
な
い
苦

労
・
困
難
の
数
々
が
あ
っ
た
こ
と
は
疑
い
な

い
こ
と
で
あ
る
が
、
そ
れ
を
克
服
し
て
も
な

お
満
足
し
な
い
「
未
だ
そ
の
地
位
に
在
ら

ず
」
と
い
う
姿
勢
が
今
日
の
石
原
氏
を
形

作
っ
て
い
る
の
で
あ
る
。「
疲
れ
ん
よ
う
な

仕
事
は
あ
か
ん
」
が
口
癖
の
石
原
氏
の
活
動

を
支
え
る
思
想
は
ま
さ
に
「
未
在
」
で
あ
っ

た
と
い
え
る
。

さ
て
、
私
は
ど
う
か
と
振
り
返
っ
て
み
る

と
、
何
を
と
っ
て
も
中
途
半
端
で
あ
る
こ
と

に
嫌
気
が
さ
す
。
興
味
を
持
っ
て
取
り
組
ん

で
み
よ
う
と
始
め
て
も
、
興
味
が
薄
ら
ぐ
と

理
由
を
つ
け
て
止
め
て
し
ま
う
。「
諦
め
な

い
で
苦
労
を
乗
り
越
え
て
い
け
ば
、
必
ず
夢

は
叶
う
」
と
は
、
よ
く
言
わ
れ
る
け
れ
ど
、

現
実
的
に
は
そ
う
簡
単
な
こ
と
で
は
な
い
。

私
に
必
要
な
も
の
は
「
諦
め
な
い
不
断
の
努

力
」
な
の
か
も
し
れ
な
い
。

七
十
を
迎
え
た
正
月
に
も
う
一
つ
の
言
葉

に
出
合
っ
た
。
退
職
し
て
六
十
の
手
習
い
で

茶
道
の
門
を
た
た
い
た
。「
お
茶
は
総
合
芸

術
」
と
よ
く
言
わ
れ
る
。
書
道
、
華
道
、
香

道
そ
し
て
食
と
陶
芸
・
木
工
等
々
と
深
く
関

わ
り
を
持
っ
て
い
る
。
そ
し
て
精
神
世
界
で

は
そ
の
背
景
に
禅
の
教
え
が
あ
る
。「
茶
の

湯
」
の
う
え
の
心
得
と
し
て
、「
利
休
七
則
」

と
い
う
の
が
あ
る
。「
茶
は
服
の
よ
き
よ
う

に
点
て
、
炭
は
湯
の
沸
く
よ
う
に
置
き
、
花

は
野
に
あ
る
よ
う
に
、
夏
は
涼
し
く
冬
は
暖

か
に
、
刻
限
は
早
め
に
、
降
ら
ず
と
も
傘
の

用
意
、
相
客
に
心
せ
よ
」
と
い
う
の
で
あ

る
。
全
く
、
自
然
に
沿
っ
て
間
違
え
る
こ
と

な
く
や
る
こ
と
は
至
難
の
こ
と
で
あ
る
。
私

は
水
屋
が
か
り
と
し
て
し
ば
し
ば
炭
を
置
く

作
業
を
し
て
き
た
が
、
お
点
前
の
時
に
ち
ょ

う
ど
良
い
湯
の
加
減
に
な
り
、
炭
の
状
態
も

よ
く
な
っ
て
い
る
こ
と
は
ま
ず
な
か
っ
た
。

炭
を
置
く
だ
け
の
こ
と
で
も
、
季
節
や
気
象

な
ど
条
件
に
よ
っ
て
、
い
つ
炭
に
火
を
つ
け

る
の
か
、
ど
の
程
度
焚
い
て
お
く
の
か
、
自

然
の
状
況
を
十
分
把
握
し
作
業
す
る
こ
と
が

求
め
ら
れ
て
い
る
。
茶
道
を
通
し
て
そ
の
至

る
所
で
「
自
然
と
と
も
に
」
と
い
う
精
神
を

感
じ
て
き
た
。
自
然
界
の
一
切
の
事
物
は
自

然
法
に
支
配
さ
れ
て
い
る
。
自
然
法
そ
れ
だ

け
で
あ
る
と
い
う
「
自
然
法
爾
」
と
い
う
言

葉
も
ま
た
、
今
年
出
合
っ
た
大
切
な
言
葉
で

あ
っ
た
。

こ
れ
か
ら
始
ま
る
七
十
代
。「
自
然
法

爾
」
と
「
未
在
」
の
二
つ
の
言
葉
と
と
も

に
、
自
然
を
尊
重
し
な
が
ら
、
未
だ
道
半
ば

と
い
う
気
持
ち
を
持
っ
て
過
ご
し
た
い
も
の

で
あ
る
。

今
年
も
ま
た
、
我
が
家
の
庭
に
自
然
法
に

従
い
な
が
ら
、
夏
つ
ば
き
の
花
が
咲
き
始
め

た
。茶

花
に
よ
く
使
わ
れ
る
花
で
あ
る
。

退
職
互
助
飯
石
地
区
会
　
会
長
　
景
山
　
寛

二
つ
の
言
葉

地 だ区 よ会 り



－ 6－

私
が
生
ま
れ
育
っ
た
雲
南
市
吉
田
町
に
は
全
国

唯
一
現
存
す
る
「
高
殿
」
が
あ
り
ま
す
。
四
季
変

化
す
る
桂
の
大
木
も
す
ば
ら
し
い
で
す
が
、
高
殿

か
ら
下
流
約
二
キ
ロ
に
わ
た
っ
て
岩
盤
の
上
を
流

れ
る
「
竜
宮
渓
谷
」
と
呼
ば
れ
る
渓
流
が
道
路
に

沿
っ
て
あ
り
ま
す
。

竜
宮
渓
谷
に
は
、
八
人
の
鉄か
ん
な穴

師し

が
山
土
で
亡

く
な
っ
た
「
八は
ち
に
ん人

蛄け
ら

滝た
き

」
な
ど
、
い
わ
れ
の
あ
る

七
つ
の
滝
・
淵
が
あ
り
ま
す
。
子
供
の
頃
は
絶
好

の
遊
び
場
所
で
し
た
。

し
か
し
、
長
年
放
置
さ
れ
、
雑
草
や
雑
木
で
覆

わ
れ
、川
を
眺
め
る
こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
で
し
た
。

そ
こ
で
平
成
十
九
年
三
月
に
地
元
有
志
で
市
民

活
動
団
体
「
清

流
ク
ラ
ブ
」
を

立
ち
上
げ
、
河

川
の
環
境
整

備
事
業
に
着

手
し
ま
し
た
。

発
足
時
は
会

員
二
十
四
名
、

平
均
年
齢
は

六
十
五
歳
の
ス
タ
ー
ト
で
し
た
。
雑
木
の
伐
採
・

親
指
大
の
笹
の
刈
り
取
り
作
業
は
大
変
で
し
た
。

約
二
年
間
の
作
業
で
、
道
路
か
ら
川
の
景
観
が
眺

め
ら
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

広
場
を
整
備
し
、
手
作
り
の
ベ
ン
チ
や
案
内
板

も
設
置
し
ま
し
た
。

ま
た
、
青
森
県
出
身
の
新
聞
記
者
が
、
規
模
こ

そ
違
う
が
「
奥お
い
ら
せ

入
瀬
」
に
よ
く
似
て
い
る
と
記
事

に
し
て
く
れ
る
な
ど
マ
ス
コ
ミ
に
も
多
く
取
り
上

げ
ら
れ
、
年
々
訪
れ
る
人
が
増
え
て
き
ま
し
た
。

私
達
は
、
奉
仕
作
業
を
「
ミ
ニ
奥
入
瀬
作
戦
」

と
呼
ん
で
い
ま
す
。

活
動
が
評
価
さ
れ
平
成
二
十
一
年
二
月
に
は
し

ま
ね
景
観
賞
「
菅
谷
た
た
ら
と
カ
ツ
ラ
の
木
」
で

大
賞
を
、
平
成
二
十
二
年
に
は
県
民
い
き
い
き
活

動
奨
励
賞
を
受
賞
し
ま
し
た
。今
年
四
月
に
は「
た

た
ら
風
土
記
物
語
」
と
し
て
日
本
遺
産
に
認
定
さ

れ
ま
し
た
。

活
動
を
通
し
て
得
た
も
の
は
、
新
し
い
観
光
ス

ポ
ッ
ト
が
で
き
た
こ
と
は
嬉
し
い
こ
と
で
す
が
、

地
域
の
絆
が
深
ま
り
、
奉
仕
活
動
に
生
き
甲
斐
を

感
じ
る
よ
う
に
な
っ
た
こ
と
だ
と
思
い
ま
す
。

今
年
の
夏
は
家
族
で
、
グ
ル
ー
プ
で
、
木
々
が

生
い
茂
っ
た
緑
の
ト
ン
ネ
ル
を
歩
き
、
川
の
流
れ

る
涼
し
げ
な
音
を
聞
き
に
竜
宮
渓
谷
に
来
て
み
ま

せ
ん
か
。

当
地
区
会
に
お
い
て
は
、
毎
年
新
入
会
員
が
少
な
く
、
会
員
数
が
減
少
の
一
途
を

た
ど
っ
て
お
り
、
少
し
心
さ
び
し
い
と
こ
ろ
が
あ
り
ま
す
。

さ
て
、
当
地
区
会
で
は
、
以
前
か
ら
「
教
弘
友
の
会
飯
石
支
部
」
と
の
合
同
で
年

間
計
画
を
立
て
、
毎
年
下
記
の
事
業
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

①
役
員
会
　
年
二
～
三
回(

四
月
、
十
二
月
、
三
月)

・
事
業
計
画
、
予
算
案
の
作
成
等
を
行
う
。

・
役
員
改
選
の
無
い
場
合
は
、
十
二
月
の
会
は
実
施
し
ま
せ
ん
。

②
総
会
及
び
研
修
会
　
　
七
月
上
旬

・
三
刀
屋
交
流
セ
ン
タ
ー
を
会
場
に
、
役
員
の
承
認
、
予
算･

決
算
の
審
議

・
講
師
に
よ
る
種
々
の
研
修
（
退
職
互
助
に
関
す
る
説
明
等
）

③
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
行
事
一
―
鮎
の
つ
か
み
取
り
大
会
　
　
　
七
月
下
旬

・
ご
家
族
も
含
め
て
、
毎
年
約
三
十
人
の
参
加
を
頂
き
、
交
流
し
て
い
る
。

・
三
刀
屋
川
河
川
敷
で
実
施
し
て
い
る
。

④
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
行
事
二 

―
日
帰
り
旅
行
　
　
　
九
月
中
旬

平
成
二
十
七
年
度
―
瀬
戸
内
海
遊
覧
船
の
旅

平
成
二
十
六
年
度
―
鳥
取
・
岩
美
ジ
オ
パ
ー
ク
遊
覧
及
び
砂
丘
博
物
館
見
学

平
成
二
十
五
年
度
―
倉
敷
美
観
地
区
見
学
及
び
由
香
山
蓮
台
寺
で
の
茶
道
体
験

毎
年
、
総
会
で
旅
行
先
を
審
議
し
て
い
た

だ
き
、
で
き
る
だ
け
多
く
の
皆
様
に
参
加
頂

け
る
よ
う
に
、
日
程
や
行
き
先
を
決
定
し
て

い
る
。
二
十
五
名
～
三
十
名
前
後
の
参
加
者

で
、
和
気
藹
々
と
旅
行
を
楽
し
み
交
流
し
て

い
る
。

他
の
地
区
会
で
は
、
趣
味
の
会
、
文
化
的

行
事
等
様
々
な
行
事
を
し
て
い
ら
っ
し
ゃ
る

よ
う
で
す
が
、
当
地
区
会
で
は
、
現
在
の
と

こ
ろ
、
実
施
し
て
お
り
ま
せ
ん
。

退
職
互
助
飯
石
地
区
会
　
常
任
幹
事
　
景
山
　
博
恭

退
職
互
助
飯
石
地
区
会錦

織
　
靖
雄

地
区
会動

活

奉
仕
活
動
か
ら

得
ら
れ
た
も
の

地 だ区 よ会 り

赤子淵（赤子の泣き声が聞こえる?）

手作りの漬物で休憩、談笑

平成25年度　倉敷美観地区旅行
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「海に浮かぶ霊峰」・・「利尻岳」
2010年、深田久弥の「日本百名山」100番目に紹介の屋久島「宮之浦岳」（1936ｍ）山小屋２泊にて縦走。見事なシャ

クナゲの群落、太古から生息のヤクスギに魅せら
れ、帰途鹿児島へのフェリーにて「百名山」最初
に登場の「利尻岳」（1721ｍ）への夢を描きました。
75歳前年の昨年、その思いを実現。
朝方（3時ロッジ出発）からの雨も、登頂時

には快晴、雲間に岩峰群から孤立した「ローソク
岩」が雄姿を見せ、「高山植物の宝庫」、の名に違
わず可憐な花々が疲れを癒してくれました。

「椿」ツバキ
東京南青山の公立学校共済宿泊施設「フロ

ラシオン青山」（2014年12月末閉館）や「島根
イン青山」を利用する度に、近くの尾形光琳
作・国宝燕

かきつばた

子花図
ず

屏風で著名な「根津美術館」
（国宝7件・重要文化財87件所蔵）を訪ね、目
の保養をしていました。ちなみに建物は、2009
年隈　研吾（新国立競技場設計）氏設計により
新築されています。
江戸時代初頭、空前の椿園芸ブームが起こり、数多くの椿を集めた書物・図譜が製作されていますが、「根津美術

館」の「百椿図」（2017年1月7日～2月19日展示予定）は屈指とされており、絵巻二巻各約１２ｍに100種以上の椿が
鮮やかに描きだされています。
・・同美術館の特別の配慮にて、その一端を掲載させていただきます。
専門家の弁では、そこに記載の品種の多様性は現在でも足元に及ばないとのこと。

　念願の国宝再指定の松江城。藩政時代には三の丸付近に「江戸・京・関西系椿」も植えられた「お花畑」が設置さ
れていました。今は近くに数多くの椿が植栽されている、その名も「椿谷公園」が市民の憩いの場となっています。
　一方、島根半島の海岸線には多彩な野生ツバキの群落が散見されます。[私は、話題となった、黒紫色の椿「黄泉
の黒」（後に「出雲大黒」に改名）を見とどけるため大社西方の山へ早春訪ね、自生古木の小花を鑑賞しました。]
　かねてより椿に関心の深い当地方で、「山陰カメリアンクラブ」が結成され、椿の研究・品種保存・新品種の作出・
普及等に努められています。会の設立・発展には、かって県立学校に籍を置かれた井原　皓（鬼籍）・井原　泰・樋
野　俊晴氏ら諸先人の多大なご尽力があります。
　２００４年島根で開催の「第14回全国椿サミット」を機会に「島根の椿」（山陰中央新報社刊）
が発刊され、島根県に関わるツバキの品種や銘木・巨木を中心に115種
が紹介されています。
　ここに、この本の表紙にて紹介の、我が家の菩提寺天倫寺由来の「天
倫寺月光」を紹介します。今は亡き、島根県文化財保護審議会会長だっ
た木幡　吹月氏は「赤極小輪一重で雄蕊純白、上部の葯が三角形で白色
小弁化して一列円形に並んだ可憐の風情実に天下一品であったのみな
らず、夢にも見なかった美しいものであった」と、称されています。

（山陰カメリアンクラブ会報「　　　　　」参照）　　　

退職互助松江地区会　杉谷　　肇
古典園芸「椿」ツバキ園芸 á la carte

「百椿図」（部分）　伝　狩野 山楽 作　日本：江戸時代 １７世紀

ローソク岩

レブンアツモリソウ クワガタソウ エゾスカシユリ

方丈さんの許可をえて撮影の「天倫寺月光」

レブンウスユキソウ
（エーデルワイス近似）
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事
務
局
だ
よ
り

退
職
互
助
医
療
へ
の
新
規
加
入
状
況
に
つ
い
て

今
年
度
は
、
新
た
に
一
三
七
人
の
方
が
退
職
互
助
会
員
と
し
て
加
入
さ
れ

ま
し
た
。
加
入
者
の
内
訳
は
、
本
人
一
二
二
人
、
配
偶
者
一
五
人
で
加
入
率

（
四
十
七
歳
以
上
の
退
職
者
に
対
す
る
加
入
者
の
割
合
）
は
、
四
九
・
二
％
で
し

た
。
昨
年
度
は
、
七
年
ぶ
り
に
加
入
率
が
五
割
台
を
回
復
し
ま
し
た
が
、
今
年
度

は
五
割
を
わ
ず
か
に
下
回
り
ま
し
た
。

人
間
ド
ッ
ク
補
助
金
申
込
み
状
況
に
つ
い
て

人
間
ド
ッ
ク
補
助
金
は
た
い
へ
ん
要
望
が
多
く
、
毎
年
度
希
望
者
数
が
伸
び

て
い
ま
す
。
今
年
も
さ
ら
に
た
く
さ
ん
の
方
に
申
込
み
を
い
た
だ
き
あ
り
が
と

う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
皆
様
方
の
御
要
望
に
応
え
る
た
め
、
今
年
度
も
昨
年
度
と
同

様
、
教
互
の
会
員
対
象
に
二
百
八
十
人
分
（
四
百
二
十
万
円
）
、
県
互
２
の
会
員

対
象
に
は
、
四
十
人
分(

六
十
万
円)

の
予
算
措
置
を
講
じ
ま
し
た
。

し
か
し
な
が
ら
、
教
互
に
あ
っ
て
は
、
四
百
六
十
二
人
も
の
方
か
ら
の
申
込

み
が
あ
り
ま
し
た
。
今
後
の
辞
退
さ
れ
る
方
の
数
を
見
込
ん
で
も
、
残
念
な
が
ら

す
べ
て
の
方
の
希
望
に
沿
え
な
い
結
果
と
な
り
ま
し
た
。
ご
了
承
く
だ
さ
い
。

既
に
五
月
中
に
補
助
対
象
者
の
決
定
通
知
を
お
送
り
し
ま
し
た
が
、
ド
ッ
ク

受
診
後
は
、
請
求
手
続
き
を
忘
れ
ず
に
お
願
い
し
ま
す
。

ま
た
、
補
助
対
象
に
決
定
さ
れ
た
方
で
、
都
合
に
よ
り
受
診
で
き
な
く
な
っ
た

場
合
は
、
速
や
か
に
事
務
局
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。
補
助
対
象
に
な
ら
な
か
っ

た
方
を
補
充
決
定
で
き
る
場
合
が
あ
り
ま
す
の
で
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

退
職
互
助
医
療
加
入
初
年
度
の
方
へ
は
、
個
別
に
案
内
通
知
を
お
届
け
し
て

い
ま
す
が
、
二
年
目
以
降
は
、
「
退
職
互
助
だ
よ
り
」
で
の
ご
案
内
と
な
り
ま
す

の
で
、
く
れ
ぐ
れ
も
お
見
逃
し
の
な
い
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。

　
「
ニ
ホ
ニ
ュ
ー
ム
」
一
一
三
番
の
元
素
が
日
本
に
ち

な
ん
だ
名
前
に
な
り
そ
う
で
す
。
私
に
は
全
く
分
か
り

ま
せ
ん
が
、
日
本
人
が
発
見
し
た
と
い
う
こ
と
で
嬉
し

く
な
り
ま
す
。

　
さ
て
、
夏
号
の
た
よ
り
は
、
飯
石
地
区
会
の
皆
さ
ん

か
ら
で
す
。
そ
の
玉
稿
か
ら
楽
し
み
な
が
ら
、
輝
い
て

い
る
様
子
が
伝
わ
り
ま
す
。

　
「
二
つ
の
言
葉
」
は
テ
レ
ビ
か
ら
、
茶
道
か
ら
、
心

に
残
る
言
葉
に
出
合
わ
れ
ま
し
た
。
学
び
続
け
、
一
つ

ず
つ
自
分
の
も
の
に
し
て
い
く
道
を
歩
ん
で
お
ら
れ
ま

す
。

　

ま
た
、「
奉
仕
作
業
か
ら
得
ら
れ
た
も
の
」
も
感
じ

た
ま
ま
に
、
自
然
と
共
に
行
動
し
た
こ
と
が
、
人
に
つ

な
が
り
、
も
の
に
つ
な
が
り
、
生
き
甲
斐
に
つ
な
が
っ

て
お
ら
れ
ま
す
。

　
孔
子
の
論
語
の
中
に
（
一
部
抜
粋
）

　
「
六
〇
を
耳
順
」
人
の
言
う
こ
と
も
聞
く
こ
と
が
で

き
、
包
容
で
き
る
よ
う
に
な
る

　
「
七
〇
を
従
心
」
心
の
欲
す
る
と
こ
ろ
に
従
っ
て
矩

を
超
え
ず
と
あ
り
ま
す
が
、
お
二
人
の
た
よ
り
は
、
こ

の
言
葉
を
思
い
起
こ
さ
せ
て
く
だ
さ
い
ま
し
た
。

　

退
職
し
て
か
ら
も
な
お
究
め
て
行
か
れ
る
様
子
は

「
園
芸
」
椿
の
稿
か
ら
も
伺
え
、
皆
さ
ん
の
活
力
が
読

む
人
の
活
力
に
つ
な
が
っ
て
い
き
ま
す
。

　

事
務
局
か
ら
は
、
新
体
制
・
事
業
報
告
等
に
併
せ
、

医
療
給
付
に
つ
い
て
の
詳
細
を
二
ペ
ー
ジ
と
四
ペ
ー
ジ

に
掲
載
し
て
お
り
ま
す
。
お
見
落
と
し
な
き
よ
う
ご
覧

く
だ
さ
い
。

　
「
今
年
は
、
史
上
最
も
暑
い
夏
に
な
る
」
N
A
S
A

の
気
象
学
者
が
５
月
に
警
告
を
発
表
し
ま
し
た
。
ど
ん

な
暑
さ
に
な
る
の
で
し
ょ
う
か
。
日
々
の
中
に
涼
を
探

し
、
健
や
か
に
過
ご
し
た
い
も
の
で
す
。

（
岡
）

「退職互助だより」は環境に配慮し古紙配合率70％の再生紙に、
ベジタブルオイル（植物油）インキを使用して印刷しています。 〔ホームページ URL〕   http://www.shimakyoɡo.jp/

福間　　博　様（江津市）27. 4.16（95歳）
川上　　清　様（佐賀県唐津市）27.12.18（95歳）
大宅キヨ子　様（広島市）28. 1.27（90歳）
立花久美子　様（出雲市）28. 3.13（82歳）
松本　浩一　様（松江市）28. 3.16（79歳）
山本　幸子　様（奥出雲町）28. ３.24（83歳）
高木　筆子　様（大田市）28. ３.２6（92歳）
夏野　豊志　様（大田市）28. ３.２７（92歳）
狩野　　久　様（松江市）28. ３.２８（80歳）
和田　千鶴　様（大田市）28. ３.３０（81歳）
静間　茂斗　様（大田市）28. 4. 6（98歳）
山根　キミ　様（隠岐の島町）28. 4. ８（97歳）
松尾幹一郎　様（雲南市）28. 4.1０（87歳）
小林　茂正　様（浜田市）28. 4.1２（82歳）
齋藤　芳子　様（隠岐の島町）28. 4.1５（83歳）

服部　達司　様（浜田市）28. 4.16（94歳）
小山　冨子　様（松江市）28. 4.２０（91歳）
忌部　利夫　様（横浜市）28. 4.２２（85歳）
稲田　洋之　様（出雲市）28. 4.２２（69歳）
池田　康正　様（隠岐の島町）28. 4.２７（88歳）
鈴木　茂夫　様（奥出雲町）28. 4.２９（89歳）
相山　弘道　様（浜田市）28. 4.２９（73歳）
土田ハナヨ　様（益田市）28. 4.３０（93歳）
豊田　禎一　様（益田市）28. ５. ２（89歳）
福間　堅伍　様（出雲市）28. ５.1０（92歳）
牛尾　　傳　様（益田市）28. ５.1１（82歳）
山田　三郎　様（松江市）28. ５.1１（86歳）
上浜　正信　様（松江市）28. ５.1２（76歳）
安井智恵子　様（雲南市）28. ５.1５（89歳）
重栖　清子　様（隠岐の島町）28. ５.1９（83歳）

村上　君枝　様（雲南市）28. ５.２１（79歳）
難波十三夫　様（美郷町）28. ５.２6（92歳）
佐々木　迪　様（益田市）28. ５.27（81歳）
桑原　韶一　様（浜田市）28. ６. ４（88歳）
高見　　郁　様（出雲市）28. ６. ６（58歳）
落合　忠友　様（松江市）28. ６.11（86歳）
佐々木　巌　様（益田市）28. ６.１３（91歳）
花田惣一郎　様（出雲市）28. ６.１９（69歳）
岩田　節子　様（松江市）28. ６.２０（87歳）
松本　二枝　様（松江市）28. ６.２１（91歳）
山田　　勉　様（江津市）28. ６.2１（89歳）
船木　敬子　様（松江市）28. ６.22（80歳）
原田美代子　様（江津市）28. ６.２５（89歳）

あ
と
が
き

[

訂
正]

　

前
号
「
退
職
互
助
だ
よ
り
第
百
五
十
八
号
」
に
誤
り
が
あ
り
ま
し
た
の
で
、
訂
正

の
上
お
詫
び
申
し
上
げ
ま
す
。

○
八
頁
の
事
務
局
だ
よ
り
の
「
互
助
会
事
務
局
人
事
異
動
」欄

　
【
隠
岐
支
局
有
木
健
二
支
局
長
の
旧
任
校
】

（
正
）西
ノ
島
町
立
西
ノ
島
中
学
校

（
誤
）隠
岐
の
島
町
立
西
ノ
島
中
学
校

謹んでご冥福をお祈りいたします


